











No-reflow Phenomenon and Lesion Morphology in Patients With 





























照血管の血管サイズが有意に大きかった。また多変量解析より、 lipidpool-like image (p<0.05、odds
ratio 118、95%CI 1.28-11008)と病変血管サイズ (p<0.05、oddsratio 1.55、95%CI 1.01-2.38)が
? ?
no-reflow現象発生の独立した予測因子としてあげられた。
大きな血管および、lipidpool-like imageを有する病変は再潅流療法後にno-reflow現象を起こしやすい。
そして粥腫の内容物が心筋微少循環に障害をおよぼしている事が示唆された。
本研究はno-reflow現象の発生の予測のみならず、その機序に解明に寄与しており、本研究者は博士
(医学)の学位を授与されるのに値するものと認められた。
